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約束手形の利用廃止と電子化対応 
令和6年６月２０日 

        社長  清水 澄人 

日本政府は、 2026年までの約束手形の利用廃止、小切手の全面的な電子化の方針を示しています。

その為、銀行他金融界では、

2026年度末までに紙の手形・小

切手から電子的決済サービスの方

針を進めています。これに先立

ち、先ずは下請代金の支払に係る

約束手形の支払サイトについて

60日以内への短縮化が推進され

ていまして、小切手の全面的な電

子化を図る動きも目立って多くな

っています。約束手形の決済期間

(手形のサイト)を60日以内とす

る運用は2024年11月1日か

らの予定です。 

 

でんさい(電子記録債権)や一括決済方式についても同様の運用とする予定となっています。 運用基準

を超える手形サイトは下請法などに

抵触する可能性があるため、注意が

必要です。 

ウチヤ社でも下請法を意識した、

下請け企業各社 殿への支払いを条件

の改善を図ってきており、本年11月

1日からの手形サイト60日を実行予

定です。又、でんさい・電子決済処

理も順次進めております。資金繰り

等に余裕を持たせる改善を進め、

2026年までの約束手形廃止、小切

手の電子化は問題ないものと考えて

おります。 
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1. 手形の廃止される理由  

仕入の商品受け渡しと同時に代金支払いが行われず、「買掛金」として一定期間取りまとめた上で請求

し、代金を払う流れが一般的です。このとき、現金決済での支払期日はおよそ1ヶ月後、下請法などに

より遅くとも2ヶ月以内 (60日ルール) に決済しなければなりません。 約束手形であれば、現金決済

よりもさらに遅い期日

を指定でき、支払いま

での期間を延ばすこと

で発注側の資金繰りが

楽になります。企業の

信用度を基にしている

ため、当座預金口座の

残高が支払金額より少

なくても約束手形を振

り出せ、高額取引も可

能になります。 こうし

たメリットから、製造

業・建設業など高額な仕入が発生する企業間取引において、約束手形が長く活用されてきました。  し

かし、その一方で、約束手形は受取人側の負担が大きくなることが問題視されてきました。 約束手形

は、現金化までの期間に平均100日程度かかるため、商品やサービスの提供が終わっても現金が入って

こないという事態が長く続きます。また、経済産業省を中心として実施された「約束手形をはじめとす

る支払条件の改善に向けた検討会」では、利息や割引料なども、実際は振出人ではなく受取人が負担す

るケースが多く、用紙交付手数料や取立手数料についても振出人に有利に設定されている実態が報告さ

れています。 

さらに約束手形の利用に受取人は、換金するまで約束手形が紛失しないよう厳重に保管することにもな

ります。それでも、振出人が代金を用意できず「不渡り」になると、現金を受け取ることができませ

ん。 このように、受取人にとって約束手形は、大きなリスクを伴うものになります。約束手形は紙の有

価証券でもあるため、業務のデ

ジタル化・DX化が進む現代に

は “向かない”決済方法とな

っています。世界的に見ても、

約束手形を活用している国はほ

んのわずかであり、紙を使用す

る点だけでも、社会全体で年間

約2,024億円のコストが発生

しているとされています。この

ように、経済のあり方が世界的

に変貌する中で、約束手形を用いたビジネスがそぐわなくなってきたことで、経済産業省を中心とて

2021年2月の検討会で「2026年に手形交換所における約束手形の取扱い廃止」の方向性が示されま

した。 

 

2. 約束手形の廃止が企業にもたらす影響   

約束手形が廃止されることによって、  メリットとして考えられることは、受取人は支払代金を期日ま
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で待たなくとも現金化できるため、下請企業の資金繰りの心配がなくなることです。現金がどうしても

必要な場合には、取引銀行に手形を買い取ってもらう「手形割引」という手段がありますが、銀行も無

限に対応をしてくれるわけではありません。額面が大きくなる製造業・建設業の下請企業などでは、現

金化する時間が短くなることで資金繰りの面で改善が期待できます。 実質受取人側が負担している手数

料や利息なども、約束手形が廃止されることでなくなるため、下請企業にとってはコストの改善策にも

なります。  

 

しかし、振出人となる企業の中に

は、「自社が約束手形で支払を受

けているため、やむを得ず手形を

利用している」ということもあり

ます。 約束手形の歴史は明治時

代にさかのぼり、現在多くの手形

で見られる「120日」という支払

サイトも、「繊維業については90

日以内、その他の業種については

120日以内」とした通達「手形の

支払サイト短縮について」（1966

年）以来、長年続いている「慣

習」です。その慣習の中で資金繰

りが運用されている状況では、いきなり廃止されると混乱する可能性もあります。 実際、政府が公表し

ている中小企業・小規模事業者の取引実態を調査した「決済に関するアンケート調査」の調査報告書

（2020年3月）では、手形にする理由として「慣習」の次に「資金繰りのため」と回答した企業が

27.6％となっており、買掛金の支払において手形サイトは「現状のままでよい」と考えている企業は全

体の6割を超えています。   

経済産業省 PDF「決済に関するアンケート調査【調査報告書】参考」 

 

約束手形が廃止されれば、銀行取引における「不渡り」のペナルティがなくなるため、定められた支払

日に入金しない企業が現れる可能性も懸念されています。こうした企業モラルが問われる状況は、業界

にも大きな影を落としかねません。 今後は、大企業間取引も含めサプライチェーン全体で取引方法を見

直し、なるべく早く約束手形から代替案に切り替える必要があります。 

 

3. 約束手形の廃止に伴い示された対応  (2021年3月31日付で公表された中小企業・公正取引委員

会連盟の通達) 下請代金の支払は、 

①できる限り現金によるものとすること。  

②手形等により下請代金を支払う場合には、当該手形等の現金化にかかる割引料等のコストについて、

下請事業者の負担とすることのないよう、これを勘案した下請代金の額を親事業者と下請事業者で十分

協議して決定すること。当該協議を行う際、親事業者と下請事業者の双方が、手形等の現金化にかかる

割引料等のコストについて具体的に検討できるように、親事業者は、支払期日に現金により支払う場合

の下請代金の額並びに支払期日に手形等により支払う場合の下請代金の額及び当該手形等の現金化にか

かる割引料等のコストを示すこと。 

③ 下請代金の支払に係る手形等のサイトについては、60日以内とすること。  
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前記1から3までの要請内容については、新型コロナウイルス感染症による現下の経済状況を踏まえ

つつ、おおむね3年以内を目途として、可能な限り速やかに実施すること。 公正取引委員会ホームペー

ジ「（令和4年2月16日）手形等のサイトの短縮について」掲載 概要文書より抜粋 

 

上記の内容をもとに目標2024年3月

31日までに、手形サイトを従来の

「120日」から「60日」に改める必要

があります。これは、すでに中小企業

庁・公正取引委員会の連名文書（2022

年2月16日付）で、サイトが60日を

超える手形などを用いて下請代金を支払

っていると回答した親事業者約5,000社に対し、手形などのサイトを可能な限り速やかに60日以内へ

と短縮することを求める要請がなされるなど、取引条件の改善を図る取り組みが進められています。 ま

た、取引の適正化に向け、下請Gメンの体制強化や各団体における自主行動計画の改訂の要請も実施さ

れており、企業としてサイトの見直しを早めに検討しておくことが必要です。最終期限は2024年11

月1日となっています。 

 

4. 経済産業省が推奨する代替案「でんさい」とは   

財務省の法人企業統計調査によると、支払手形の発行残高は1990年度の約107兆円をピークに減少傾

向にあるとされています。しかし、製造業・建設

業などでは依然利用頻度が高く、その他の業種で

も手形を用いる取引は発生しています。そのた

め、約束手形が廃止されることになっても、手形

の利用をすぐになくすことは困難とも予想されま

す。そこで経済産業省では、そうした手形文化の

根付いた企業に対して。「銀行振込による支払い」

方法とあわせて「でんさい」への切り替えも推奨

しています。「でんさい」は、事業者の資金調達の円滑化などを図るべく創設された「株式会社全銀電子

債権ネットワーク」（通称：でんさい ネット）が取り扱う電子記録債権です。2013年からすでにサー

ビスが提供されており、紙の手形の問題点を克服した金銭債権として多くの企業が現在活用していま

す。 例えば、受取人となる企業は、金銭債権をデータ化することで紛失や盗難の心配がなくなり、期日

になると自動入金されるため取立手続きもなくなります。また、必要な工程はWeb上で債権内容を確認

することのみとなるため、事務負担を大きく軽減できます。紙の手形のように裏書譲渡も可能で、必要

な分だけ分割して利用することもできます。 振出人となる支払企業では、手形用紙代や手形印紙代など

が大幅に削減され、必要な費用は金融機関に支払う手数料のみとなります。ペーパーレスのため郵送料

もかからなくなり、手形発行作業も簡単になるため大幅な業務の効率化が実現できます。 

「でんさい」を利用する場合は、支払先となる取引先に「でんさい」への切り替えを案内し、承諾を

得る必要があります。また利用に当たっては、取引金融機関に利用申込書を提出する必要があり、取引

金融機関の審査を経て、利用契約を締結することで「利用者番号」（英数字9文字）が割り当てられま

す。（利用開始手続きには、支払先となる取引先の「利用者番号」と口座情報が必要になります） ただ

し「でんさい」を取り扱う金融機関は「でんさい ネットに参加していること」が条件となっているた

め、利用前に自社の取引金融機関に確認して手続きを行います。 
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以上 

 

 

 

健康企業宣言「健康づくり環境を整えます」について 
2024年10月17日 

資材総務部課長代理 今田優子 

今回も、宣言の証の「⑥健康づくり環境を整えます」についてご報告いたします。 

2024年9月18日の

衛生委員会で、産業医

伊藤先生より衛生講話

の議題として「メタボ

リックシンドロームに

ついて」の内容を説明

していただき、健康優

良企業「銀の認定」を

目指そう！のコーナー

に衛生講話の「メタボ

リックシンドロームに

ついて」の資料を貼り

だすとともに、月刊お

んどでも内容をおさら

いいたしますので、ぜ

ひご覧ください。 
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<メタボリックシンドロームについて> 
 

どんな病気につながるの？ 

メタボリックシンドローム⇒通常体型の人に比べてリスクが心臓病２.４倍、脳卒中１.７倍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日230kcalどうやって減らす！？ 

１日で減らすエネルギー量２３０ kcal食事で〇〇〇kcal、運動で〇〇〇kcal。 

※食事と運動二本立てで行うことが大切です！！目標を立ててみましょう！！ 

 

メタボリックシンドロームの改善ポイント 

食事：肉より魚、量が多い場合は残す、洋菓子より和菓子、野菜・果物をとる。 

運動：定期的に運動、生活の中で体を動かす、無理ない程度に。 

 

＜食事による改善！＞ 

①食生活について、以下のポイントを心がけましょう！！ 

1.よく噛んで食べる。 2.外食はできるだけ控える。 3.なるべく腹八目にする。 4.コレステロール

（油分）を控える。 5.就寝前２時間は食べない。 6.早食い、まとめ食いはできるだけ避ける。 7.朝 

 食、昼食、夕食をきちんととる。 
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②「実はこんなにカロリーが・・・」摂取カロリーに注意しましょう！！ 
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③野菜は1日350g食べるよう心がけましょう！！ 

一食あたり（１００ｇ） ： 生野菜なら両手に乗る量、加熱した野菜なら片手に乗る量。 

野菜３５０ｇの目安は、ほうれん草のおひたし８０ｇ、レタスとキュウリのサラダ８５ｇ、冷やしト

マト１００ｇ、かぼちゃの煮物１００ｇ、具だくさんみそ汁７５ｇ、ひじきの煮物８０ｇ、野菜の煮

物１４０ｇ、きのこのバター炒め７５ｇなど。 

 

 

＜運動による改善＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

    自分自身のこころ、身体に関心を持ちましょう！！ 

    生活の中で運動を心がけるとよいです！！ 

    食事バランスと適正量を知りましょう！！ 

    働く、休養のバランスを保ち、適正な体重維持を目指します！！ 

 

 以上 

 

 

 

 


